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　今月号が届く時には、年明けとなります。新年をいかがお過
ごしでしょうか？今年は、令和2年となり、2020年です、7月か
らは待望の東京オリンピック・パラリンピックの開催となりま
す。どのような戦いが繰り広げられ、日本のメダルはどうなる
でしょうか、今からとても楽しみです。前回の東京オリンピッ
クは1964年、56年前になります。この年には、東海道新幹線、
地下鉄日比谷線、東京モノレールの開通など、正にインフラが
急激に拡大し、高度成長時代に突入していった時代でした。ま
た、現在でもお馴染みな「かっぱえびせん」、「ハイニッカ」、
「ガーナチョコレート」などが発売された年だったようです。
他方、IBMのSystem/360（汎用コンピュータ）が発表され、
シャープが電子計算機「CS-10A」（トランジスタとダイオー
ドで作られた電卓）が発表されました。当時のCS-10Aはバ

カでっかく25kgもあったようです。現在イメージできる電卓
（当時はポケット電卓と言っていました）は1973年まで待たな
ければなりませんでした。現在は、みんなが携帯を持ち、電卓
機能に留まらず、当時のSystem/360（メモリが8KB～ 8MB）
よりずっと高性能なコンピュータが手のひらに乗っています。
56年で、変わらなかった物も変わった物も色々あります。ま
た、これから56年、何が新しくなり、何が残っていくのか？
56年後の「ふぇらむ」で、沢山書けることを期待します。
　1/56がまた新しく始まりました。今年も、鉄鋼技術に関する
色々な話題を皆様に届けるため、会報委員会メンバー一同、内
容の充実に頑張ります。今後も、「ふぇらむ」をよろしくお願
いします。
	 （Y. M.）
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⾼度な材料組織形態解析と順・逆解析を搭載

・MIPHA: 機械学習型画像処理、連結性、分岐性、曲率解析、metric特徴量

・shinyMIPHA: パーシステントホモロジー、二点相関関数、豊富な順・逆解析

材料情報統合システム”MIPHA
1)
”および “shinyMIPHA

2)
”販売開始！

マテリアルズインフォマティクスによる材料ゲノムの解析との連携！

効率的な材料内部組織の三次元可視化！

Fully-automated serial sectioning 3D microscope

全自動シリアルセクショニング3D顕微鏡

逐次研磨像
3D

HDR機能

新搭載！

新搭載！設定条件ライブラリー

全自動！電解エッチング

NEW！純正消耗品

大阪営業所

大阪府吹田市広芝町7-26 

TEL：06-6389-6220 FAX：06-6389-6221

http://www.shinkouseiki.co.jp

営業窓口：池内 ikeuchi@shinkouseiki.co.jp

国内総発売元

設定値、動作設定、消耗品の自動選定

チタン、アルミ、ニッケル、ステンレス等

1)MIPHA: スタンドアロン, 2)shinyMIPHA: クラウドシステム
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■銅ステーブ
最新技術により、循環式熱応力による偏芯量を最小限に抑えた垂直型溝孔構造による
不等辺四角形溝付き水冷構造の銅ステーブを開発しすでに採用済み

■多層式耐摩耗材の挿入
・波形配列の連結方式による挿入も可能
・モース硬度9.4（ダイアモンドのモース硬度は10.0）の焼結細密セラミックによる
二重構造の高耐摩耗鉄扉にも採用可能
・極く僅かの損耗率である超耐摩耗耐火材を使用

KME Germany社の総販売代理店

KME社製 圧延銅ステーブ

最新技術による耐摩耗方式が搭載されているKME社製銅ステーブ

KME社特許取得済みの最新技術による耐摩耗材が搭載された銅ステーブの特徴




